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研究要旨 

 本研究では、ウェアラブル ICTを用いてゲーミフィ

ケーションし、隣保制度を用いた新しい形態のインセ

ンティブを提供することで、健康作りのきっかけを与

えることを目指した。本項目では、長浜市に「ながは

ま健康ウォーク実行委員会」を設立するとともに、研

究に必要な倫理委員会申請などを実施した。 

 

A． 研究目的 

 先進国共通の課題である国民総医

療費の圧縮のためには、個人が健康リ

スクを低減する活動を推奨する必要

がある。その具体的方法として、平成

25 年 6 月にとりまとめられた日本再

興戦略や平成 25年 8月にとりまとめ

られた社会保障制度国民会議報告書

等において、「ヘルスケアポイント」

などの、健康作りに繋がるインセンテ

ィブ付与の仕組みの開発が課題とし

て提示されている。 

 本研究では、ウェアラブル ICTを用

いてゲーミフィケーションし、隣保制

度を用いた新しい形態のインセンテ

ィブを提供することで、健康作りのき

っかけを与えることが可能かどうか

を検討する。 

 本業務項目では、イベント準備の全

体統括を行う。 

 

B． 研究方法 および 結果 

 本項目では、 

1）運営母体、及び、事務組織の設置 

2）倫理委員会への申請 

3）システム開発 

4）参加勧奨 

の四つの仕事を行った。 

 この内、3）と 4）については、続

く委託業務成果報告で述べることか



ら、本稿では割愛する。

 まず、運営母体、および、事務組織

については、長浜市長を委員長とし、

医師会、病院、保健所、自治会、およ

び、市民団体からなる「実行委員会」

を立ち上げることとし、委員会事務局

を長浜市健康福祉課に置くことで、実

務を市の主導で実施出来る体制を整

えた。

協力を得ることが出来た。特に、端末

運営についてはソフトバンク社の、参

加登録については

ることで、円滑に進めることが出来た。

 次に、倫理審査については、京都大

学 医の倫理委員会に、業務主任者を

主任研究者とする、前向き並行群間比

較対照研究を申請し、受理された。

 

C． 

多くの利害関係者を組み入れ、自治

体を事務局とする実行委員会を組織

することで、円滑にイベントを実施す

ることが可能となった。
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D．

ウェアラブル

入した健康増進プログラムの導入に

際して、実行委員会組織を立ち上げる

ことによって、円滑にイベントを実施

出来る体制を整えた。

 

E．

 （該当無し）

 

F．

 （総括報告書に記し、本稿では省略）

 

G．

（該当無し）

 

． 結論 

ウェアラブル
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際して、実行委員会組織を立ち上げる

ことによって、円滑にイベントを実施

出来る体制を整えた。

． 健康危険

（該当無し）

． 研究発表

（総括報告書に記し、本稿では省略）

． 知的財産権の出願・登録状況

（該当無し）
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